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　スラグの除去は溶接欠陥を防止する上で大切な作業であり，
溶接途中で人手を介しておこなわざるをえなかった。ロボット
の無人化運転を図るために，スラグ除去の自動化は解決しなけ
ればならない課題であった。
　今回開発した機能は，「溶接ロボットに溶接作業だけででに実施することを可能にした。

３）溶接時のセンシング軌跡をもとにチッピング時の動作軌跡
を自動修正することにより，溶接によるワークの変形に対

しても正確な狙い位置で作業できる。
４）スラグ除去が必要な溶接パスの指定，スラグ除去の回数な

どスラグ除去施工内容は自由に設定可能である。

鉄骨溶接システム－スラグ自動除去機能
橋本　潔・中西紀晶

　従来のマグ溶接用ソリッドワイヤの概念を大きく変え，スパ

さず新表面処理技術を採用していることが特徴である。これに
よってえられる効果は次のとおりである。
１）良好なワイヤ送給性
通電の安定性がより向上し，不安定時に生じる瞬間的ス
パークが減少することから，チップ- ワイヤ間の融着が減少
してワイヤ送給性が向上する。

２）稼働率向上と清掃頻度低減
銅めっきワイヤでは送給経路内で剥離しためっき屑が堆積

し，送給性を劣化させる要因となっていたが，新ワイヤは
銅めっきがないためこのような不具合が生じない。

３）低スパッタ・低ヒューム
溶滴表面の酸素量が増加することにより，表面張力が下が
るとともに電子薬 が 鉿になり，筆∵これ∵で k的な溶滴䖸 が 睡さ峻 � ，

2を排出する銅めっき設備などが不要とな
ることから，環境にやさしい。
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